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学 会 だ よ り

1 講 演 ム
頂

学会の恒例の春季講演会は6月26日,新 築の香 も新

たな新館講堂において開催され,講 師に我が国栄養化

学界の第一人者の一人である,京 都大学名誉教授近藤

金助博士をお願いした。博士は 「日本人の食物構成」

と題して 約2時 間に わたり,先 生の研究の成果を始

め,我 々の最 も関心を有する諸問題に関して粗蓄を傾

けられ,我 々食物学に関係する者にとつてはまことに

大いなる収獲であつた。講演要旨にっいては別記赤松

さんの記録を参考とせられたい。

講  演  要  旨

          大食三 赤 松 幸 子

 我々が日常無意識に食している食事が如何なる栄養

素から構成されているか,又 それが我々の健康を保持

増進させてゆ ぐに充分であるか否か,外 国人の食物と

比較して日本人の食物が如何なる状態にあるか,今 後

我々の食生活がどの様に変化してゆかねばならぬかと

云ぢ興味ある内容に就て二時間に亘つて述べ られだ。
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我々日本人が目標とする栄養素摂取量は次の如 くで

あ る。

 cal.  2400 cal.(普 通人)

 蛋白質  729(こ の内動物性蛋白質が1/3)

 Fat.   30 g

 Vitamin BL 3 mg, B23mg;Bs 3 mg, C 100mg.

      E2mg, A 50001.U., D.5001.U.,

 しか し現実に於ては成人男子で平均2500cal,成 人

女子で1900cal.,蛋 白質では609,脂 肪, Vitamin,

無機質では,基 準量を は るかに 下 ると云 う状態であ

る。

 我 々の活動源 となる食物の栄養価 とはほ 団蛋白質の

質 とビタ ミン無機質によつて決定 される。それで我々

が食 している食物中の蛋白質中にどの様な必須 ア ミノ

酸が含まれているか,又 それが我 々の健康の保持増進

の為に充分か否かにつ き述べると
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 以上の様な結果であ り,蛋 白質 に於て必須ア ミノ酸

は,メ チオニンを除 くと必要以上摂取 され ていること

にな りア ミノ酸に関す る限 り安心してよいのではない

か,し か しなが ら問題になるのは,蛋 白質源のほ とん

どが穀類にあ ると云 う事である。それについては次の

如 き統計が出ている。'

1 夏 、 期

 食物学会主催の夏季公開講座は,下 記の通 り開講さ

札 参加者68名に及び非常に盛会であつた。講座内容

蛋白質摂取量

穀類蛋白質/全蛋白質

穀類/全食物

食物学会誌 ・第2号

日本入平均

  ・・

  49%

  69%

日本農民平均

  599

  61°0

  82%`

 以上の如 く全食物中で穀類の占める割合又穀類蛋 白

の占める割合が非常 に高い。これを諸外国 と比較す る

とはるかに高い数字を示 し,蛋 白質の良否は動物性か

植物性かによ り定まるか ら,必 須 ア ミノ酸は必要量だ

け摂取出来て も,動 物性蛋臼質が少ない と栄養上い1

とは云い切れないのであ る。

 何故な らば蛋白質 は全部ア ミノ酸に分解されてか ら

吸収 され るのではな く,ペ プタ・fドとして も吸収され

るか らである。この様な点に"日 本人の体位が諸外国

人に比 して劣る事"が 連つているのではないか。又 こ

れは日本の経済の貧困を,国 民の抵所得の歎 きを極度

に物語つているものであ り,我 々の栄養向上は先ず経

済の向上か らと力説 された。ついでVitamin,無 機質

にっいて述べ られたがVitaminに 於 けるB2,Aが 特

に不足してお り,無 機質 ではCaの 不足が特に著 しく

日本人の体格の欧米人 に比して小 さいのはVitamin

B2及 び動物性蛋白等の 成長に必要 な 栄養素の不足で

あろうと述べ られた。

 又蛋白質の栄養価を高 める為に食品選択,組 合せに

注意すべ き事。Caの 摂取不足の上に 穀類摂取が多い
      r

為Pが 多 く;野 菜を多 く摂取す る 故にKが 多 くCa

が体外に排泄 されているのは悲 しむべ き事であ る。我

々の身体はcal,蛋 白質,無 機質,ビ タミン,ホ ルモ

ン等の全ての物質の均衝が取れ調節 されて,我 々身体

の健康を保持増進出来,逞 しい明 日への生活力を生み

出す事が出来 るのだか ら日本人の食物構成がよ り栄養

価の高い物へ と移る様に自然界 と食物 との関係,動 物

と植物又人間 との関係な どの密接 な連 りを強調 されて

講演 は終った。       "

講 座

については本誌に掲載 し得なかつたので,次 号にゆつ

る。
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日 時 講  演  題  目 講 師

第1日

第2日

8月1日

8月2日

8・3・一…3・!救 融 物 と将来の食品 本学講師 丹  信 実

…3・ 一・2・3・1放射性獺 本学教授 理博 鳴 海 元

8・3・一 …3・i病 人 食 喬警 覆 医博 桂 英 輔
…3・ 一 ・2・3・1栄 養 化 学 一 般 1麟 繋 隻学医博 茶 珍 俊 夫

第3日i8月3日12…v6…i戦 料観 学及識(於 都ホテル)呼"繧 倭墾 葵 原 謹 造
橋   嚢

第4日 8月4日
8・3・～ …3・1食 中 毒 本学教授 医博 平 田 __..士

1・・3・一・2・3・i蛋白食品に関す る二三の購
{京都大学獺 舗 奏 忠 夫


